
〈
研

究

論
文

７
〉

西
田
幾
多
郎
と
Ｍ
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
お
け
る
「
死

の
自
覚
」
に
っ
い
て

―
―
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
視
座
を
求
め
て
―
―

西

田

幾

多

郎

の

実

質

的

な

遺

稿

論

文

「

場

所

的

論

理

と

宗

教

的

世

界

観

」

（

一

九

四

五

）

に

お

け

る

宗

教

と

宗

教

的

世

界

の

考

察

は

〈

死

の

自

覚

〉

か

ら

始

ま

る

。

そ

し

て

《

宗

教

問

題

と

は

…

…

、

わ

れ

わ

れ

の

自

己

と

は

何

で

あ

る

か

、

そ

れ

は

何

処

に

あ

る

の

で

あ

る

か

、

自

己

そ

の

も

の

の

本

体

の

問

題

、

そ
の
在
所
の
問
題
で
あ
る
》
（
⑪
四
一
二
）
と
あ
る
よ
う
に
、
〈
死
の
自
覚
〉

は

同

時

に

人

間

存

在

の

根

源

的

事

実

を

解

明

す

る

端

緒

で

も

あ

る

。

こ

う

し

た

〈

死

の

自

覚

〉

か

ら

本

来

的

実

存

（

ｄ

ｉｅ

　
ｅ

ｉ
ｇ

ｅ
ｎ

ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ

　
Ｅ

ｘ

ｉｓ
ｔ
ｅ
ｚ

）

を

捉

え

よ

う

と

す

る

哲

学

的

作

業

が

、

Ｍ

・

ハ

イ

デ

ッ

ガ

ー

『

存

在

と

時

間

』

（

一

九

二

六

）

第

二

編

「

現

存

在

と

時

間

性

」

の

〈

現

存

在

の

準

備

的

基

礎

分

析

ｖ

ｏ
ｒ

ｂ
ｅ
ｒ
ｅ

ｉ
ｔ
ｅ
ｎ

ｄ
ｅ

　

Ｆ
ｕ

ｎ

ｄ
ａ
ｍ

ｅ
ｎ

ｔ
ａ

ｌ
ａ
ｎ

ａ

ｌｙ

ｓ
ｅ

　

ｄ
ｅ
ｓ

　

Ｄ
ａ
ｓ
ｅ

ｉｎ

ｓ

）
）

に

端

を

発

す

る

こ

と

は

、

現

代

哲

学

史

の

共

通

認

識

に

属

す

る

。

本

稿

の

目

的

は

、

そ

う

し

た

両

者

の

〈

死

の

自

覚

〉

の

内

実

を

比

較

思

想

的

に

考

察

す

る

こ

と

に

あ

る

。

浅
　
見
　
　
　

洋

紙
幅
の
制
約
も
あ

っ
て
、
こ
こ
で
考
察
の
俎
上
に
の
せ
る
の
は
後
期
西
田

と
前
期

ハ
イ
デ

ッ
ガ
ー
の
思
索
、
す
な
わ
ち

〈
場
所
論
的
転
回
〉
後
の
西
田

哲
学
と

〈
転
回

（
Ｋ
ｅ
ｈｒ
ｅ
）
）
以
前

の

ハ
イ

デ
ッ

ガ
ー
哲

学
で
あ
る
。

そ
の

た

め
こ
こ
で

の
比
較
は
あ
る
種

バ
ラ
ン
ス
を

欠
い
た
作

業
で
あ

る
。

ハ
イ

デ

ッ
ガ
ー
の
転

回
後
の
著
作
が
西
田

の
没
後
に
紹
介
さ
れ
始
め
た
こ
と
を
念

頭

に
お
く
と
、
西

田
哲
学
に
軸
足
を
置

い
て
な
さ
れ
る
両
者
の
比
較
が
、

ハ

イ
デ

ッ
ガ
ー
研
究
者

か
ら
は
一
面

的
と

い
う
そ
し
り
を
免
れ
な
い
の
は
、
歴

史
的
運
命

に
起
因
す
る
と
も
い
え
る
。

西
田
の
影
響

を
受
け
た
日
本
人
哲
学
者

た
ち
が
、
こ
ぞ

っ
て
と
い
っ
て
よ

い
ほ
ど

に
留
学
先
と
し
て
選

ん
だ

ハ
イ

デ
ッ
ガ
ー
に
関
す
る
言
及

は
、
西
田

の
著
述
で

は
驚
く
ほ
ど
少
な
く
、
か
つ
批
判
的
な
色
彩
が
濃
い
。
特
に
引
用

さ
れ
た
著
作
が
最
後
ま
で

『
存
在
と
時
間
』
の
み

に
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め

に
、
西
田
の

ハ
イ

デ
ッ
ガ
ー
批
判

の
鉾
先

は
そ
の
方
法
論
で
あ
る
解
釈
学
的

「死の 自覚」について西田幾多郎とＭ．ハイデッガーにおけ る87



現

象

学

と

そ

れ

に

よ

っ
て

な

さ

れ

た

〈

存

在

了

解

（
Ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｔｅ
ｈ
ｅ
ｎ
）
）

に

向

け

ら

れ

て

い

る

。
一
　

死

の

自

覚

と

人

間

存

在

『
場

所
的
論
理
と
宗
教

的
世
界
観
』
（
以
下
、

宗
教
論

と
記
す
）

に
お

い
て

《
宗
教
を
論
ず
る
も
の
は
、
少
な
く

と
も
自
己

の
心
霊
上

の
事
実
と

し
て
宗

教
的
意
識
を
有
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
》
（
⑪
三
七
三
）
と
あ
る
よ
う

に
、
論
じ
る
に
先
だ

っ
て
宗
教
は
〈
心
霊
上
の
事
実
〉
と
規
定
さ
れ
る
。
ま

た
、（

哲
学
者
が

自
己
の
体
系
の
上

か
ら
宗
教

を
捏
造
す

べ
き
で

は
な

い
。

哲
学
者

は
こ

の
心
霊

上
の
事
実
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
》
と
も
あ
る

よ

う
に
、
自
己

の
心
霊
上

の
事
実

と
し
て

の
宗

教
意
識

を
場

所

的
論

理
に

よ

っ
て
説
明
す

る
こ

と
、
そ
れ
が
宗
教
論
で
西

田
が
自

己
に
課
し
た
課
題
で

あ

る
。
宗
教
を
理
念

や
理
想
で

は
な
く
、
ま
た
道
徳

的
意
識
の
要

請
で
も
な

く
、
〈
心
霊
上
の

事
実
〉
な

い
し
は

〈
心
霊

的
経
験

の
事
実
〉
（
①
一
八
八
）

と
解
す

る
の
は

『
善

の
研

究
』
以

前
か
ら
の
宗
教
理
解
で

あ
る
。
さ
ら

に
、

《
宗

教
心
と
云

ふ
も
の
は
、
如
何

な
る
場
合

に
、
意

識
せ
ら

れ
る
の
で

あ
る

か
。
…
…
我

々
が
、
我
々
の
自
己
の
根
底
に
、
深
き

自
己
矛
盾
を
意
識
し
た

時
、
我

々
が
自
己

の
自
己
矛

盾
的
存
在
た
る
こ
と
を
自
覚
し
た
時
、
我

々
の

自
己

の
存
在

そ
の
も

の
が
問

題
と
な
る

の
で

あ
る
。
人

生

の
悲
哀

、
そ
の

自
己
矛
盾
と
云

ふ
こ

と
は
、
古
来
言
旧

さ
れ
た
常
套
語
で

あ
る
。
し
か
し
多

く
の
人

は
深
く

こ
の
事
実
を
見
詰
め
て

い
な
い
。
何
処
ま
で

も
こ
の
事
実
を

見
詰

め
て
行
く
時
、
我

々
に
宗
教
の
問
題
と
い
う
も

の
が
起

っ
て
来
な
け
れ

ば

な

ら

な

い

の

で

あ

る

》
（
⑪

三

九

三

）

と

記

さ

れ

る

よ

う

に

、
〈
人

生

の

悲

哀

〉

の

事

実

を

見

つ

め

、

徹

底

し

て

自

己

が

矛

盾

的

存

在

で

あ

る

と

自

覚

し

た

時

、

宗

教

の

問

題

と

同

時

に

〈
自

己

存

在

の

問

題

〉

が

生

い

立

つ

の

で

あ

る

。

さ

ら

に

続

け

て

《
我

々

の

自

己

存

在

の

根

本

的

な

自

己

矛

盾

の

事

実

は

、

死

の

自

覚

に

あ

る

と

考

え

る

も

の

で

あ

る

》
（
⑪

三

九

四

）

と

あ

る

よ

う

に

、

見

つ

め

ら

れ

る

べ

き

〈
人

生

の

悲

哀

〉

と

は

〈
死

の

自

覚

〉

に

他

な

ら

な

い

。

宗

教

問

題

は

、

死

と

い

う

自

己

存

在

の

確

実

で

、

不

可

避

な

事

実

の

自

覚

か

ら

生

起

す

る

の

で

あ

り

、

そ

れ

ゆ

え

〈

心

霊

上

の

事

実

〉

と

い

わ

れ

る

の

で

あ

る

。

『
存

在

と

時

間

』

に

お

け

る

基

礎

的

存

在

論

の

準

備

作

業

も

ま

た

〈
死

の

現

存

在

分

析

〉

か

ら

始

ま

る

。

ハ
イ

デ

ッ

ガ

ー

は

、

現

存

在

（
Ｄ
ａ
ｓ
ｅ
ｉｎ

）

〈
死
へ
の
存
在
〈
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｓ
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｚ
ｕ
ｍ
　
T
o
d
e
）
〉
で
あ
り
、
か
つ
死
が
現
存
在

の

生

の

全

体

を

完

結

す

る

終

末

で

あ

る

が

ゆ

え

に

、

現

存

在

全

体

の

把

握

可

能

性

は

死

の

自

覚

に

よ

っ

て

開

か

れ

る

と

考

え

た

。
《
死

は

端

的

な

現

存

在

不

可

能

性

（
Ｄ
ａ
ｓ
ｅ
ｉｎ
ｓ
ｕ
ｎ
ｍ

ｏ
ｇ
ｌｉｃ
ｈ
ｋ
ｅ
ｉｔ
）

と

い

う

可

能

性

》
〈
Ｓ

．
　
２
５
０
）

と

規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
〈
も
は
や
―
現
存
在
で
あ
る
こ
と
が
―
で
き
―

な

い

（
Ｎ

ｉｃ
ｈ
ｔ
-ｍ

ｅ
ｈ
ｒ
-
Ｄ
ａ
ｓ
ｅ
ｉｎ
-
ｋ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ

）

と

い

う

可

能

性

〉

で

あ

る

が

、

同

時

に

実

存

論

的

な

意

味

で

は

〈
現

存

在

の

存

在

を

開

示

す

る

可

能

性

〉

で

も

あ

る

。

し

か

し

、

先

の

西

田

の

引

用

文

（
傍

線

ａ

）

に

《
人

生

の

悲

哀

、

そ

の

自

己

矛

盾

と

云

ふ

こ

と

は

、

古

来

言

旧

さ

れ

た

常

套

語

で

あ

る

》

と

あ

る

よ

う

に

、
〈
人

は

死

す

べ

き

も

の

〉

と

い

う

こ

と

は

、

き

ま

り

文

句

に

な

る

ほ

ど



に
人

々

に
周

知

さ

れ

て

い

る

事

実

で

は

あ

る

が

、
《
し

か

し

多

く

の
人

は

深

く

こ

の

事

実

を

見

詰

め

て

い

な

い

》
。

こ

う

し

た

事

態

は

ハ
イ

デ

ッ

ガ

ー

に

と

っ
て

も

同

様

で

、

世
界

内
存

在

で

あ

る

日

常

の

人

間

存

在

は

《
ひ

と

は

い

つ

か

は
き

っ
と

死

ぬ

、

し

か

し
今

す

ぐ

と

い
う

わ

け

で

は

な

い
》

と

い

う

よ

う

に

世

間

話

の

次

元

で
死

を
受

け

止

め

て

生

活

し

て

い

る

。

日

常

性

に

お

い

て
は
死
の
確
実
性
（
Ｇ
ｅ
w
ｉ
ｓ
ｓ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
）
と
無
規
定
性
（
Ｕ
ｎ
ｂ
ｅ
ｓ
ｔ
i
m
m
ｔ
ｈ
ｅ
ｉ
ｔ
）

の

自

覚
が

欠
如

し

て

い

る
。

日

常

的

現

存

在

＝

ひ

と

は

、

死

の

確

実
性

と

無

規

定

性

を

覆

い
隠

し
て

い

る
現

存

在

の

頽
落

態

で

あ

る

。

ハ
イ

デ

ッ

ガ

ー

に

と

っ
て

死

の

確
実

性

と

は

〈
老

少

不

定

〉

で
あ

る

人
間

の

生

の

は

か
な

さ

と

い

う
事

実

を

覚
悟

す

る
こ

と

で

あ

る
。
《
若

き

も

老

い

た

る

も

死

ぬ

る

は

人

生

の
常

で

あ

る
）
（
①
四
一
七

）
と

は

。

わ

が

子

の

死

に
遭

遇

し
、

悲

嘆

の

内

に
あ

っ
て

自

己

の
現

実

を

見

つ

め

た

西

田

が

記

し

た
言

葉

で

あ

る
が

、

こ

れ

は

（
言

旧

さ

れ

た
常

套

語

》

か

ら

紡

ぎ

だ

さ

れ

た

言
葉

で

は
な

い
。

ハ

イ

デ

ッ

ガ

ー

に

と

っ

て

死

へ

の

先

駆

的

覚

悟

（
ｖ
ｏ
ｒ
ｌａ
ｕ
ｆｅ
ｎ
ｄ
ｅ

Ｅ
ｎ
ｔｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｈ
ｅ
ｉｔ
）

は

不

安

（
Ａ
ｎ
ｇ
ｓ
ｔ
）

の

う

ち

に
生

起

す

る

が

、

西

田

に
と

っ
て

は
悲

哀

の
感

情

と

と

も

に
生

じ

る
。

不

安

は

〈
現

存

在

が

現

存

在

の

無

（
Ｎ
ｉｃ
ｈ
ｔ
ｓ
）

と

い

う

事

実

性

に

と

ら

え

ら

れ

る

と

き

に

わ

き

た

つ

気

分

〉

と

さ

れ

る

が

、
〈
現

存

在

の

無

〉

と

は

死

に

他

な

ら

ず

、

そ

の

死

は

《
本
質
的
に
、
そ
の
つ
ど
私
の
死
（
ｄ
ｅ
ｒ
　
m
e
i
n
e
 
T
o
d
）
で
あ
る
》
（
ｓ
．

２
４
０
）
°

　《
我

々

が

厳

密

な

意
味

で

他

者

の
死

を

経

験

す

る

こ

と

は

な

い

の

で

あ

っ
て
、

た

か

だ

か

そ

の
場

に

い
あ

わ

せ

る

（
ｄ
ａ
ｂ
ｅ
ｉ
）

に
す

ぎ

な

い
》

ｓ
．

２
３
９
）

と

あ

る

よ

う

に
、

二
人

称

の

死

で

あ

れ

三
人

称

の

死

で

あ

れ

、

他

者

の

死

の

経

験

は

実

存

論

的

分

析

を

可

能

に

す

る

死

で

は

な

い

。

死

は

代

理

不

可

能

（
Ｖ
ｅ
ｒ
ｔｅ
ｔ
ｂ
ａ
ｒ
ｋ
ｅ
ｉｔ
）

で

あ

る

。

対

し

て

、

人

生

を

悲

哀

と

な

す

西

田

の

把

握

は

、

愛

別

離

苦

と

い

う

事

実

経

験

に

裏

打

ち

さ

れ

て

い

る

。

不

安

は

一

人

称

の

死

と

い

う

可

能

性

の

先

駆

に

よ

っ

て

生

じ

る

が

、

悲

哀

は

二

人

称

の

死

と

い

う

事

実

経

験

か

ら

生

じ

る

。

ハ
イ

デ

ッ

ガ

ー

が

〈
経

験

的

事

実

で

あ

る

他

者

の

死

は

死

の

確

実

性

を

隠

蔽

す

る

〉

と

い

う

時

の

死

は

、

西

田

が

そ

の

生

涯

で

幾

度

と

な

く

出

会

っ

た

よ

う

な

強

い

悲

嘆

を

と

も

な

う

二

人

称

の

死

で

は

な

く

、

日

々

報

道

さ

れ

る

よ

う

な

事

故

死

、

死

亡

広

告

欄

に

登

場

す

る

よ

う

な

死

で

あ

る

。
〈
Ｓ

．　
２
５
２
-
３
）

田

辺

元

が

「
生

の

存

在

学

か

死

の

弁

証

法

か

」

に

お

い

て

記

し

た

よ

う

に

、

『
存

在

と

時

間

』

に

お

い

て

登

場

す

る

死

は

、

比

喩

的

な

死

で

も

、

他

者

の

死

で

も

な

く

、

文

字

通

り

の

自

己

の

死

で

あ

る

が

、

そ

れ

は

現

実

に

体

験

さ

れ

る

こ

と

の

な

い

、

観

念

上

の

死

に

す

ぎ

な

い

。

田

辺

の

最

晩

年

の

構

想

で

あ

っ

た

〈
死

の

哲

学

〉

は

夫

人

の

死

と

い

う

愛

別

離

苦

を

契

機

と

す

る

。

そ

こ

か

ら

田

辺

の

死

に

対

す

る

思

索

の

基

軸

は

一

人

称

の

死

か

ら

二

人

称

の

死

に

移

行

し

、

汝

と

い

う

死

者

と

私

と

い

う

生

者

と

の

実

存

協

同

が

語

ら

れ

、

新

た

な

宗

教

的

世

界

が

開

示

さ

れ

た

。

西

田

に

お

け

る

絶

対

矛

盾

的

自

己

同

一

と

い

う

定

式

化

は

「

私

と

汝

」

と

い

う

論

文

か

ら

始

ま

る

の

で

あ

り

、

自

己

存

在

の

矛

盾

的

事

実

や

個

の

自

覚

は

他

者

の

存

在

に

媒

介

さ

れ

て

い

る

。

人

間

存

在

は

〈

自

己

の

死

〉

を

体

験

で

き

な

い

の

で

あ

り

、

そ

れ

ゆ

え

に

ハ

イ

デ

ッ

ガ

ー

に

と

っ

て

の

死

は

究

極

の

可

能

性

、

先

駆

的

投

企

の

対

象

と

な

る

の

で

あ

る

。
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西
田

は
悲
哀

に
依
拠
し
、
リ
ア
ル
に
二
人
称

の
死

を
体
験
し
、
そ
こ
か
ら

人
間
存

在
の
自
覚
を
も
ち

続
け

た
。
特

に
「
『
国

文
学
史

講
話
』

の
序
」
で

は
、

わ
が
子

と
の
死
別
経
験
と
い
う
徹
底

し
た
悲
嘆
の
中

か
ら
、
矛
盾
的
な

自
己
存

在
の
自
覚
と
と
も
に
〈
心
霊
上

の
事
実
〉

と
し
て
の
宗
教
心
が
湧
出

し
て

く
る
様
子

が
次
の
よ

う
に
記

さ
れ
て

い
る
。
《
わ
が
子

の
死
と

い
ふ
如

き

こ
と
に
対
し
て

は
、
…
…
我
々
は
か
か
る
場
合

に
お

い
て
、
深
く
己
の
無

力
を
知
り
、
己
を
棄
て
て
絶
大
の
力
に
帰
依
す
る
時
…
…
無
限
の
新
生
命
に

接
す

る
こ
と
が
で
き

る
。
》
（
①
四
二
〇
）
個
物

の
相
互
限

定
即
一

般
者
の
自

己
限
定
、
一
般
者

の
個
物
的
限
定
即
個
物
の
相
互
限
定
と

な
し

た
弁
証
法
的

世
界
の
構
造
は
、
〈
死

の
自
覚
〉

か
ら
開
示

さ
れ

る
自
己

の
自
覚

の
構
造
の

中
に
も
依
然
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

二
　

死

の
自

覚

の

内

実

《
死
せ
ざ

る
も

の
は
、
一

度
的

な
も
の
で

は
な

い
。

繰
り
返
さ
れ
る
も
の
、

一
度
的

な
ら
ざ

る
も
の
は
、
個
で

は
な

い
。
永

遠
の
否

定
に
面

す
る
こ
と
に

よ

っ
て

、
我
々
の
自
己
は
、
真
に
自
己

の
一
度
的
な
る
こ
と
を
知
る
の
で

あ

る
。
故

に
我
々
は
自
己
の
永
遠
の
死

を
知
る
時
、
始
め
て
真
に
自
覚
す
る
の

で
あ
る
》
（
⑪
三
九
五
）
と
あ
る
よ
う
に
、
西
田
に
お
い
て
〈
永
遠
の
死
〉
は

絶
対
否

定
に
面
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

自
覚
さ
れ
る
。
ま
た
。
永
遠
の
死
を
知

る
こ
と
は
自
己
の
生
の
一
回
性
（
繰
り
返
し
不

可
能
性
）
を
知
る
こ
と
、
つ

ま
り
〈
個
の
自
覚
〉
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
死
の
自
覚
の
矛
盾
的
構
造

に
つ

い

て
西

田
は
次
の
よ
う

に
も
記
し
て
い
る
。

《

自

己

自

身

の

死

を

知

ら

な

い

も

の

は

、

自

己

を

有

つ

も

の

で

は

な

い

。

モ

こ

に

は

い

ま

だ

自

己

と

い

う

も

の

は

な

い

の

で

あ

る

。

自

己

の

な

い

も

の

に

は

死

と

い

う

も

の

は

な

い

、

…

…

死

と

は

、

自

己

が

永

遠

の

無

に

入

る

こ

と

で

あ

る

。

こ

の

故

に

自

己

は

一

度

的

で

あ

る

、

自

己

は

唯

一

的

で

あ

る

、

個

で

あ

る

の

で

あ

る

。

し

か

も

自

己

自

身

の

死

を

知

る

こ

と

は

、

死

を

越

え

る

こ

と

で

あ

る

、

し

か

も

単

に

死

を

越

え

た

も

の

は

生

あ

る

も

の

で

も

な

い

。

自

己

自

身

の

死

を

知

る

と

い

う

こ

と

は

、

無

に

し

て

有

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

絶

対

の

無

に

し

て

有

と

い

う

こ

と

は

、

自

己

矛

盾

の

極

致

で

な

け

れ

ば

な

ら

な
い
。
し
か
も
そ
こ
に
我
々
の
真
の
自
覚
的
自
己
が
あ
る
の
で
あ
る
。
）
（
⑪

四

〇

八

～
四

〇

九

）

死

の

自

覚

と

は

死

を

知

る

こ

と

で

あ

り

、

同

時

に

死

を

超

え

る

こ

と

で

あ

る

。

し

か

し

、

そ

の

よ

う

に

死

を

超

え

る

と

は

、

自

己

が

永

遠

の

無

に

入

る

者

で

あ

り

、

か

つ

一

度

的

で

あ

る

生

を

生

き

て

い

る

と

い

う

こ

と

を

知

る

と

い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
死
を
超
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
死
の
自
覚
が

深

ま

り

、

死

の

自

覚

に

よ

っ

て

ま

す

ま

す

死

を

超

え

る

と

い

う

矛

盾

、

死

生

な

い

し

は

無

有

の

矛

盾

的

自

己

同

一

が

死

の

自

覚

的

構

造

で

あ

り

、

個

の

本

質

で

あ

る

。

ハ
イ

デ

ッ

ガ

ー

に

と

っ

て

、

死

は

〈
現

存

在

不

可

能

性

と

い

う

可

能

性

〉

で

あ

る

が

、

そ

の

〈
現

存

在

不

可

能

性

〉

を

本

質

直

観

に

よ

っ

て

実

存

論

的

に
分
析
し
て
、
ま
ず
第
二
章
五
〇
節
で
〈
死
の
実
存
論
的
―
―
存
在
論
的
な

構

造

の

先

行

的

輪

郭

づ

け

（
Ｖ
ｏ
ｒ
ｚ
ｅ
ｉｃ
ｈ
ｎ
ｕ
ｎ
ｇ

）
）

が

試

み

ら

れ

、

死

は

《

最

も

自

己

的

な

（
ｅ
ｉｇ
ｅ
ｎ
ｓ
ｔ
）
’

無

関

連

な

（
ｕ
ｎ
ｂ
ｅ
ｚ
ｉｉｇ
ｌｉｃ
ｈ
）
’

追

い

越

し

得

な



い
（
ｕ
ｎ
u
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
ｈ
ｏ
ｌ
ｂ
ａ
ｒ
）
可
能
性
》
（
Ｓ
．
　
２
５
０
）
と
し
て
分
節
化
さ
れ
る
。
さ

ら
に
、
五
二
節
で
は
《
最
も
自
己
的
な
、
無
関
連
な
、
確
実
な
（
ｇ
ｅ
ｗ
ｉ
s
s
）
’

そ

し

て

そ

の

よ

う

に

し

て

無

規

定

的

な

（
ｕ
ｎ
ｂ
ｅ
ｓ
ｔ
i
m
m
ｔ
）
、

追

い

越

す

こ

と

の

で

き

な

い

可

能

性

）
（
Ｓ

．　
２
５
８
）

と

し

て

概

念

化

さ

れ

て

い

る

。

こ

の

五

二

節

で

一

見

新

た

に

付

け

加

え

ら

れ

た

か

に

み

え

る

確

実

性

と

無

規

定

性

こ

そ

が

、

お

そ

ら

く

死

の

最

も

根

源

的

な

性

格

規

定

で

あ

る

。

日

常

性

に

お

い

て

は

、

死

は

ま

さ

に

日

常

的

に

出

会

わ

れ

る

出

来

事

と

し

て

、

目

立

た

ぬ

も

の

に

な

っ

て

い

る

。

そ

こ

で

は

《

人

は

結

局

は

い

つ

か

は

死

亡

す

る

も

の

だ

が

、

差

し

あ

た

っ

て

は

自

分

自

身

に

は

関

係

が

な

い

》

（
Ｓ
.　
２
５
３
）
’

あ

る

い

は

《
当

分

は

ま

だ

だ

（
ｎ
ｏ
ｃ
ｈ
　
ｎ
ｉｃ
ｈ
ｔ
）
））
（
Ｓ

．　
２
５
５
）

と

い

う

形

で

、

死

の

確

実

性

は

隠

蔽

さ

れ

、

規

定

性

を

与

え

ら

れ

て

い

る

。

し

か

し

、

死

へ

の

先

駆

的

覚

悟

に

よ

っ

て

、

死

が

や

っ
て

く

る

か

は

無

規

定

で

あ

る

こ

と

が

確

実

で

あ

る

、

と

い

う

分

析

が

帰

結

す

る

。

ま

た

、
《
死

は

現

存

在

を

単

独

の

現

存

在

（
ｅ
ｉｎ
ｚ
ｅ
ｌｎ
ｅ
ｓ
　
Ｄ
ａ
ｓ
ｅ
ｉｎ

）

と

し

て

要

求

す

る

）
（
ｓ
.

２
６
３
）

と

あ

る

よ

う

に

、

自

己

の

固

有

な

死

へ

の

先

駆

的

覚

悟

性

が

現

存

在

に

了

解

さ

せ

る

も

の

は

、

自

己

の

個

な

る

こ

と

、

す

な

わ

ち

単

独

者

と

し

て

の

自

己

で

あ

る

。

両

者

に

と

っ
て

、

確

実

で

、

無

規

定

的

な

死

の

自

覚

は

個

の

自

覚

を

も

た

ら

す

も

の

で

あ

る

。

そ

し

て

そ

れ

は

同

時

に

個

の

根

拠

の

虚

無

、

な

い

し

は

無

の

場

所

を

開

示

す

る

契

機

で

あ

る

。

三
　

生
死
の
根
底

宗
教
論
に
お
い
て
、
死

の
自
覚

は
矛
盾
的
自
己
同

一
的
存
在
と
し
て

の
自

己
の
自
覚
に
他
な
ら
な
い
が
、
そ
う
し
た
自
己
存
在
の
成
立
根
拠
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

《
我

々
の
自
己
は
自
己
否

定
に
於
て
自
己
を
有
つ
と
云
ふ
こ
と
が
で
き

る
。

主
語
的
方
向
に
於
て
も
、

述
語

的
方
向

に
於
て
も
有
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

絶
対

の
無
に
於
て
自
己
自

身
を
有
つ
と
云
ふ
こ
と
が
で

き
る
。

か
か
る
自
己

矛
盾
的
存
在
が
成
立
す
る
に
は
、
そ
の
根
底

に
絶
対
矛

盾
的
自
己
同

一
的
な

る
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

何
処
ま
で
も
否
定
即
肯
定
、
肯
定
即
否
定

的
に
、
即

ち
矛
盾
的
自
己

同
一
的
に
、
創
造
的
な
も
の
が
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
》
（
⑪
四
一
四
～
四
一
五
）

自
己
矛

盾
的
存
在
の
根

底
に
は
絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
的
に
創
造
的

な
も

の
が
存
在
す
る
と

い
う
理
解

は
、
《
我

々
の
自
己

の
奥
底

に
は
、
何
処
ま
で

も
歴
史
的
に
自
己
自
身
を
形

成
す

る
も

の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
我
々
の
自
己

は
、
そ
こ
か
ら
生
れ
、
そ
こ
か
ら
働
き
、
そ
こ
に
死
に
い
く
と
云
ふ
こ
と
が

で
き
る
》
（
⑪
四
一
六
）
と
も
表
現
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
自
己
の
生
死
の
根

底
に
あ
る
矛
盾
的
自
己
同
一
的
な
も
の
、
歴
史
的
に
自
己
自
身
を
形

成
す

る

も
の
と
は
、
西
田

に
と

っ
て
の
絶
対

者
で
あ

る
。
さ
ら
に
《
絶
対

は
何
処
ま

で
も
自
己
否

定
に
お

い
て

自
己
を
有
つ
。
何
処
ま
で

も
相
対

的
に
、
自
己
自

身
を
翻
す
所

に
、
真
の
絶
対
が
あ
る
の
で
あ
る
。
真
の
絶
対

的
一
は
個
物
的

多
に
お
い
て
自
己
自
身
を
有
つ
の
で

あ
る
。
神
は
ど
こ
ま
で

も
自
己
否

定
的

に
此
の
世
界
に
於
て
あ
る
の
で
あ
る
》
（
⑪
三
九
八
）
と
あ
る
ご
と
く
、
絶
対

者
は
絶
対

の
自
己
否
定
に
お
い
て
個
物
的
多
に
翻
る
の
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
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に
個
物
的
多
を
成
立
せ
し

め
る
こ
と

に
お
い
て
絶
対

者
（
神
）
な

の
で
あ
る
。

ま

た
、
《
我

々
の
自
己

は
…
…

絶
対

的
一

者
の
個
物

的
多
的
自
己

否
定

の

極
限
と

し
て
成
立
す

る
と
云

ふ
こ
と
が

で
き

る
。
》（
⑪
四
二
〇
）
と
あ

る
よ

う

に
、

わ
れ

わ
れ
の
自
己
は
絶
対
的
一
者

の
個
物

的
多
的
自
己
否
定

の
極

限

と
し
て
成

立
す

る
。
死
の
自
覚
と

は
、

そ
う
し
た
自
己
と
自
己
の
存

在
根

拠

で

あ
る
絶
対
者

の
自
己
矛

盾
的
同

一
的
構
造

の
自
覚
で

も
あ

る
。

さ
ら

に

《
世
界

の
個
物
的
多
と
し
て
、
我

々
の
自
己

の
一

々
が
、
自
己
自
身

の
世
界

を
限
定
す

る
唯
一
的
個
と
し
て
、
絶
対
的

一
者
を
表
現
す

る
と
と
も

に
、

逆

に
絶
対

的
一
者
の
自
己
表
現
と
し
て
、
一
者

の
自
己
射
影

点
と
な

る
。

創
造

的
世

界
の

創
造
的
要
素
と

し
て
、
創
造

的
世
界

を
形
成
し

て
行

く

の
で
あ

る
。
》
（
⑪
四
四
七
～
四
四
八
）
と
あ
る
よ
う
に
、
個
と
絶
対
者
は
創
造

者
と
表

現
点
と

い
う
関
係

に
お
い
て
あ
り
、
自
己

は
歴
史
的
世
界

に
お
い
て

〈
作
ら

れ
て
作

る
〉
主
体
、
行
為
的
直
観
の
主
体
で
あ
る
。

自
己
と
絶
対
者
の
矛
盾
的
自
己
同
一
の
関
係

は
〈
逆
対
応
〉
と
規
定
さ
れ

て

い
る
が
、
こ
う
し

た
〈
死
の
自
覚
〉

か
ら
宗
教
論

に
至
り
、
場
所
的
論
理

的

に
宗

教
と
宗
教
的
世
界
が
語
ら
れ

る
と
こ
ろ

に
、
後
期
西
田
の
宗
教
論

の

最
も

大
き

な
特
色
が
あ

る
。

そ
れ

は
、
《
我

々
の
自
己

の
根
底

に
は
何
処
ま

で

も
意
識
的
自
己

を
超
え

た
も

の
が

あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
我

々
の
自
己

の
自

覚
的
事
実
で

あ
る
。
自
己
自
身

の
自
覚

の
事
実

に
つ
い
て
。
深

く
反
省

す

る
人
は
、
何
人
も
此

に
気
づ

か
な
け
れ
ば

な
ら

な
い
》
（
⑪
四
一
六
）
と
あ

る
よ

う
に
、
意
識
的
自
己
の

立
場
、
対
象
論

理
の
立
場
で

は
な

い
。

西

田
の
著
作
の
中
で

ハ
イ

デ
ッ
ガ
ー
批
判

が
頻
繁

に
見

い
た
さ
れ

る
の

は
、

『
無
の
自

覚
的
限
定
』
と

『
哲
学
の
根

本
問

題
』
（
一
九
三
三
年
）
所
収

の
諸

論
文

に
お
い
て
で

あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
個
人
的
自
己
の
自

覚
か
ら

〈
世
界

が
自
覚
す
る
〉
と
い
う
立
場

へ
の
移
行

期
で
あ
り
、
自
覚
内
容

が
深
化
拡
大

し
、
社
会
や
歴
史
が
主
題
的
に
論
じ
ら

れ
始

め
た
時
期
で

あ
る
。
大
橋

良
介

氏
は
こ
の
移
行

を
西

田
の
哲
学
に
お
け

る
〈
場
所
論
的
転
回
〉

と
呼
ぶ
が
、

そ
う
し
た
転
回
直
後

の
著
述
に
は
、

次
の
よ

う
な

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
批
判
が
見

い
だ
さ
れ
る
。

《
歴
史
的
世
界

は
我

々
の
了

解
の
対
象
界

た
る
の
み
な
ら
ず
、
我

々
の
行
為

を
限
定
す
る
も
の
で

な
け

れ
ば
な
ら

な
い
。
我

々
は
歴
史
に
於
て
生
ま
れ
歴

史
に
於
て
死

に
ゆ
く

の
で

あ
る
。

ハ
イ

デ
ッ
ゲ
ル
の
存
在
の
哲
学
と

い
え
ど

も
、
そ
の
世
界
と

い
ふ
の
は
尚
了
解
の
世
界
で
あ
っ
て

、
我

々
の
行
為
を
限

定
す

る
世
界
で

は
な

い
。
我

々
が
そ
れ

に
於
て
無
限
の
重
荷
を
負
ふ
と
共
に

企
画

的
で
あ

る
と
云
っ
て
も
、
我

々
が
そ
れ
か
ら
生
ま
れ
る
世
界
で

は
な
い
。

そ
れ
は
個
物

を
限
定
す

る
世
界
で

は
な

い
。
私
と
汝
を
包
む
世
界
で

は
な
い
、

自
己
自

身
を
限
定
す

る
こ
と

に
よ
っ
て
我

々
を
限
定
す
る
世
界
で

は
な

い
。

故
に

ハ
イ
デ
ッ
ゲ
ル
の
世
界

は
弁
証
法

的
で
は
な
い
、
単
に
解
釈
学
的
現
象

学
に
過
ぎ
な
い
。
》
（
⑦
一
七
八
～
一
八
〇
）

こ
こ
で

の
西

田
の
批
判

は
、

ハ
イ

デ
ッ
ガ
ー
の
〈
世
界
〉
理
解
が
弁
証
法

的
世
界

、
自
己

限
定

に
よ
っ
て

個
物
を

創
造
す
る
世
界
で

は
な
い
と

い
う
点

に
向
け

ら
れ
て

い
る
。

極
論
す

れ
ば
、

ハ
イ
デ

ッ
ガ
ー
は
西
田

の
語

る
創
造

の
世
界

、
宗

教
的
世
界

へ
と
至

っ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
そ

の
原
因

は
『
存

在
と
時
間
』

の
哲
学
者

が
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
の
影

響
下

に
あ

っ
て
、
後



期

西

田

の

〈
世

界

の

自

覚
〉
、

な

い
し

は

〈
場

所

的

限

定

〉

の

立

場

に

い
ま

だ
至

っ
て

い

な

い

こ

と

に

あ

る
。

こ

う

し

た

西

田

の

批

判

は

、
《
了

解

と

は

不

完

全

な

る

自

覚

で

あ

る

》
（
⑥
一

六

八
）

と

い

う

転

回

以

前

か

ら

の

ハ
イ

デ

ッ

ガ

ー
の

了

解

〈
Ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｔｅ
ｈ
ｅ
ｎ
）

批
判

と

あ

る

種

同

一

線

上

に

あ

る
。

ハ

イ
デ

ッ

ガ
ー

に
と

っ
て

事
実

存

在

は
あ

く

ま

で

了

解

の

対

象

と

し
て

捉

え

ら

れ

て

い

た

に
す

ぎ

ず

、
〈
絶

対

無

の

自

己

限

定
〉

と

い

う

消

息

に

ま

で

届

い

て

い

な

か

っ

た
と

い

う

こ
と

で

あ

る
。

そ

う

し

た
事

態

は

《

ハ
イ
デ

ッ

ゲ

ル

の

了

解

と

い

ふ

の
は

一
種

の

行

為

的

限

定

と

考

へ

る
こ

と

が

で

き

る
が

、

そ

れ

は

自

覚

を

失

っ

た
行

為

で

あ

る
、

了

解

の

世

界

と

い

ふ
の

は
現

在

を

有

せ

な
い
単
に
可
能
な
る
時
の
世
界
た
る
に
過
ぎ
な
い
》
（
⑥
一
六
五
）
と
も
記
さ

れ

て

い

る

。

ハ
イ

デ

ッ

ガ
ー

に

と

っ
て

の

存

在

了

解

は

死

へ
の

先

駆

的

覚

悟

に

よ

っ
て

可

能

に

な

る
。

そ

の

場

合

、
死

は

人

間

存

在

を

本

来

的

な

実

存

へ

と

投

げ

返

す

〈
実

存

可

能

性

〉

と

し
て

の

死

で

あ

る

。

対

し

て

西

田

に
と

っ

て

死

の

自

覚

は

自

己

存

在

の

自

覚

で

あ

り

、

か

つ

世

界

の

自

覚

で

あ

る
。

し

か

し

、

こ

う

し

た
西

田

の

批

判

は
公

刊

さ

れ

た

『
存

在

と

時

間

』

が

基

礎

的
存

在

論

の

準

備

作

業

に

過

ぎ

な

い

と

い

う

事

情

に

も

由

来

す

る
。

基

礎

的

存
在

論

の

本

来

の

目

的

は

〈
存

在

一

般
〉

を

捉

え

る

こ

と

に
あ

っ
た

が

、

刊

行

さ

れ

た

『
存

在

と

時

間

』

は

そ

の

準

備
作

業

の

段

階

で

終

わ

っ
て

い

る

。

た

だ
し

、

ハ
イ

デ

ッ

ガ
ー

に

と

っ
て

〈
死

の
自

覚
〉

か

ら

紡

ぎ

だ

さ

れ

る

西

田

の
宗

教

的
世

界

観

は

、

一
種

の

〈
死

の
形

而

上

学

（
ｅ
ｉｎ
ｅ
　
Ｍ
ｅ
ｔａ
ｐ
ｈ
ｙ
ｓ
ｉｋ

ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｔ
ｏ
ｄ
ｅ
ｓ
）
〉

と

し

て

、

批

判

的

に

解

さ

れ

る

で

あ

ろ

う

。

ハ
イ

デ

ッ

ガ

ー

に

お

い

て

〈
死

へ
の

存

在

〉

の

自

覚

へ

と
呼

び

覚

ま
す

も

の
は
〈
良
心
（
G
ｅ
ｗ
ｉ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
）
の
呼
び
声
〉
で
あ
り
、
そ
の
呼
び
声
が
開
示

す

る

の

は

〈
無
〉

で

あ

る

。

し

か

し

、
〈
存

在

の

意

味

の

解

明
〉

の
準

備

作

業

に

す

ぎ

な

い

『
存

在

と

時

間
』

に

お

い

て

は

存

在

者

の

根

拠

で

あ

る

〈
無

〉

自

体

は
語

ら

れ

て

い

な

い

。
対

し

て

、

西

田

で

は

《
我

々

の
自

己

の

根
源
に
、
か
か
る
神
の
呼
び
声
が
あ
る
》
（
⑪
四
二
二
）
と
記
し
て
い
る
よ
う

に
、
〈
神

の
呼

び
声

〉

に
よ

っ
て

、

わ

れ

わ

れ

は
生

死

の

根

底

を

知

る
の

で

あ

る

。

そ

こ

で

も
両

者

の
方

法

論

の

差

異

が

（
解

釈

学
的

現

象

学

と

場
所

的

論

理

）

に
あ

る
こ

と
が

鮮

明

に

な

る

。

四
　

結
　
　

語

近

年

「
死

生

観

と

ケ

ア
」

と

い

う
公

開

研

究

会

を

開

催

し

、
〈
死

の

見

取

り

〉

を

行

っ
て

い

る
医

療

関

係
者

や

宗

教

者

か
ら

話

を

聴

い
て

き

た

。
そ

こ

か
ら

形

成

さ

れ

た

の

は
、

何

ら

か

の

自

覚

的

な
死

生

観

を

も

つ

人

々

、
あ

る

い

は
死

の
看

取

り

の
経

験

を

も

つ

人

々

に

は

、
自

己

の
死

で

あ

れ

、

他
者

の

死

で

あ

れ

、
〈
死

の
受

容

〉

が

可

能

で

あ

る

と

い
う

臆

見

で

あ

る
。

さ

ら

に

そ
こ
か
ら
は
、
G
r
i
e
f
 
C
a
r
e
（
悲
嘆
の
癒
し
）
と
し
て
最
も
有
効
な
作
業
は

〈
死

の

準

備

教

育

（
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
　
Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａ
ｔ
ｉｏ
ｎ
）
）

で

あ

る

と

い

う

結

果

が

導

出

さ

れ

た

。

死

と

関

わ

る
Ｓ
ｐ
ｉｒ
ｉｔｕ
ａ
ｌ
　
Ｐ
ａ
ｉｎ

（
霊

的

痛

み

）

の

諸

相

を

詳

細

に

考

察

す

る

紙

幅

は

な

い
が

、

そ

れ

は

、
①

自

己

の
死

に
対

す

る
恐

怖

と
不

安
、

②

愛

す

る

も

の

と

離

別

す

る

苦

し
み

と

不

安

の

二

つ
に

集

約

で
き

る

の
で

は
な

い

か

と

考

え

る

。

森

岡

正

博

氏
が

《
「
死

の

受

容

」

と

は

、
「
死

が
も

た
ら

す

恐

西田幾多郎とＭ．ハイデッガーにおける 「死の自覚」について93



怖

と
愛

お
し
さ
の

セ
ッ
ト
」
を
受
容
す
る
こ
と
で
あ
る
》
と
記
す

よ
う

に
、

死

の
受

容
と
は
、
二
つ
の
ペ
イ

ン
の
解
消
で
な
く

〈
死

へ
の
存
在
〉
で
あ

る

こ
と
を
覚
悟
す

る
こ
と

に
伴
う
恐
怖
・
不
安
と
喪
失
さ
れ

る
も

の

〈
自
己

存

在
、
他
者
、
環
境
、
世
界
と
そ
こ
で
の
出
来
事
な
ど
）
へ

の
愛
お
し

さ
、
大

切

さ
を
も
ち
続
け
な
が
ら
今
を
生
き
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し

か
し

な
が
ら

、

森
岡
氏
は

《
ハ
イ
デ

ガ
ー
は
、
先
駆
的
な
覚
悟

に
つ
い
て
語

っ
て

は
い
る
が
、

そ
れ
は
死
が
ほ

か
な
ら

ぬ
こ

の
私

に
や

っ
て
く
る
と

い
う
そ
の
こ

と
か
ら
目

を
背
け
ず

に
、
引
き
受
け
、
覚
悟
し
、
決
意
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
て
、

死
の
恐
怖
を
覚
悟
す
る
と

い
う
こ
と
で

は
な
い
。

ハ
イ

デ
ガ
ー
は
死

の
恐

怖

に
対
し
て
冷
淡
で
あ
る
。
私

は

ハ
イ
デ
ガ
ー
か
ら
袂
を
分

か
た
ね

ば
な
ら
な

い
）
と
語
る
。
確

か
に
『
存
在

と
時
間
』
で
は
、
存
在
論
的
な
問

い
と

そ
の

準
備
作
業
へ
の
集
中
の
ゆ

え
に
〈
死
の
恐
怖
〉
の
問
題

は
背
後

に
退

い
て

い

る
。
そ
し
て
（
死

に
対
す

る
不

安
は
、
落
命

（
Ａ
ｂ
ｌｅ
ｂｅ
ｎ
）
に
対

す
る
恐

怖

と
混
同
さ
れ
て

は
な
ら

な

い
）
（
Ｓ

．　
２
５
１
）
と
し
ば

し
ば
語

っ
て
も

い
る
。

し

か
し
、

ハ
イ

デ
ッ
ガ
ー
の
不

安
と
は
〈
現
存
在

の
無
と

い
う
事
実
性
に
捉

え
ら
れ

た
と
き

に
わ
き

た
つ
気
分
〉
で
あ
り
、
死

へ
の
先

駆
的
覚
悟
と
と
も

に
生
ま
れ

る
気
分
で

あ
る
。

と
す

れ
ば
、

ハ
イ

デ

ッ
ガ

ー
の

〈
死

へ

の
存

在
〉
へ
の
覚
悟
は
、
森
岡
氏
が

い
う

《
死
の
恐

怖
、
特
に
「
永
遠
の
無
」
の

恐
怖
）
を
直
視
す
る
こ
と
と
解
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
。
死
の
先

駆
的
覚
悟
に
お
け
る
現
存
在
の
不
安
も
頽
落
態
に
お
け

る
恐
怖
も
現
存
在
に

と

っ
て
は
避
け

難
い
心
境
で
あ

っ
て
、
決
し
て
克
服

や
解
消
の
対
象
で
は
な

い
の
で
あ
る
。

で

は
、

死

に
よ

っ
て

喪

失

さ
れ

る
存

在

へ

の
愛

お

し

さ

は
ど

こ

に
由

来

す

る

の
で

あ

ろ

う

か
。

西

田

の

場
所

的

論

理

に

ス

タ

ン

ス
を

置

く

な

ら

ば

、

そ

れ

は
自

己

と

い

う
個

が
歴

史

的
世

界

の
表

現

点

、

絶

対

無

の
自

己

限

定

で

あ

り

、

か

つ
自

己

な
ら

ぬ

他

者

と

の
相

互

限

定

に

お

い

て

あ

る

と

い

う

こ
と

に

由

来

す

る
と

は

い
え

な

い

か

。
西

田

に
お

け

る

自

己

の
死

の

自
覚

は

二
人

称

の
死

の
体

験

を
背

景

に

持

つ

と
指

摘

し

た
が

、

そ

う

し

た

背

景

を
念

頭

に
置

く

と

、

個

物

の

相
互

限

定

は

生
者

間

の
み

な

ら

ず

、

生

者

と
死

者

の
間

で

も

成

立
し

得

る

と

考

え

ら

れ

る

で

あ
ろ

う
。

そ

う

で

あ

れ

ば

、

西

田

の

場
所

的

宗

教

論

は
自

己

の
死

に

対

す

る

グ
リ

ー

フ

ケ
ア

だ
け

で

は

な

く
、

遺

族

ケ

ア

と
い
わ
れ
る
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に
も
一
石
を
投
ず
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
フ

ロ
イ

ト

に

よ

れ
ば

、
死

者

と

の

情
緒

的

関
係

（
ａ
ｔ
ｔａ
ｃ
ｈ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
）
を

た
ち

切

り

、

そ
こ
か
ら
回
復
（
ｒ
ｅ
ｃ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
）
し
、
新
し
い
関
係
〈
n
e
w
 
r
e
l
a
t
i
o
n
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
）

に
向

か

っ
て

い
く

こ

と

が

グ

リ

ー

フ

・
プ

ロ

セ
ス

で

あ

り

、

現
在

の

遺
族

ケ

ア

は
、

精

神

医

学

や

臨

床

心

理

の
現

場

で

は

ほ

ぽ

こ

の

線

上

で

実

践

さ
れ

て

い

る
。

し

か

し

、

西

田

は

〈
我

が
子

の
死

〉

に
際

し

て

、

そ

れ

は

不

人
情

で

あ

る

、
と

語

っ
た

。

晩

年

の

田

辺

が
語

っ

た
よ

う

な

生

者

と

死

者

と

の
実

存

協

同

関

係

に

お

い

て

こ

そ

、

悲

嘆

の

中

に

お

い
て

も

死

者

と

生

者

が

関
係

を

失

う

こ

と

の

な

い
グ

リ

ー

フ

ケ
ア

の

可

能
性

が

生

ま

れ

て

く

る
よ

う

に
思

わ

れ

る

。

死

に

逝

く

も

の

の

不

安

は

〈
自

分

が
永

久

に
忘

れ

去

ら

れ

る
こ

と

だ
〉

と

Ｐ

・
テ

ィ

リ

ッ

ヒ
は

述

べ

て

い
る

。

そ
し

て

〈
永

世

と

は

自

分

が

永

遠

に

見

捨

て

ら

れ

て

い
な

い
と

い
う

こ

と

の

確

信

だ
〉

と

も

語

っ
て

い

る
。

そ

う

し



た
確
信
と
現
代
的
な
〈
死

の
直
視
〉
と
い
う
態
度
は
、
総
じ
て

場
所
的
論
理

か
ら
立
ち
上
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

＊
１
文
中
の
①
二
三
と
い
う
表
記
は
『
西
田
幾
多
郎
全
集
（
第
四
刷
）
』
（
岩
波
書

店

）

第

一

巻

二

三

ペ

ー

ジ

か

ら

の

引

用

を

示

す

。

＊
２
文
中
の
S
.
4
5
は
Ｍ
ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｎ
　
Ｈ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
ｇ
ｇ
ｅ
ｒ
,
　
Ｓ
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｚ
ｅ
ｉ
ｔ
,
　
Ｍ
ａ
ｘ
　
Ｎ
ｉ
ｅ
ｍ
ｅ
ｙ
ｅ
ｒ

Ｖ

ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｇ
,
　
Ｔ
ｕ

ｂ
ｉｎ
ｇ
ｅ
ｎ
,
　
２
０
０
１

の

四

五

頁

か

ら

の

引

用

を

示

す

。

（
1
）
　
大
橋
良
介
「
西
田
と
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
」
、
『
西
田
幾
多
郎
の
世
界
　
あ
る
い
は

哲
学
の
転
回
』
筑
摩
豊

房
、
一
九
九
五
年
五
月
、
一
七
九

～
一
九
八
頁
参
照
。

（
２
）
　
大
嶺
顯
「
西
田
哲
学
と

ハ
イ
デ

ッ
ガ
ー
」
第

一
節
、
『
西
田

哲
学
を
学

ぶ
人

の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
、
一
九
九
六
年
な
ど
参
照
。

（
３
）
『
善
の
研
究
』
第
四
編
「
宗
教
」
で
は
、
詩
人
テ
ニ
ス
ン
の
〈
心
霊
的
経
験
〉

に
言
及
し
た
箇
所
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ

る
。

《
氏
が
静
か
に
自
分
の
名
を
唱
え
て
居

る
と
、
自
分
の
個
人
的
意
識
の
深
き
底

か
ら
、
自
分
の
個
人
が
溶
解
し
て
無
限
の
実
在
と

な
る
。
而
も
意
識
は
決
し
て

朦
朧

た
る
の
で
は
な
く
最
も
明
晰
で
あ

る
。
此
時
死
と

は
笑
う
べ
き
不
可
能
事

で
、
個
人
の
死
と
い

ふ
事
が
真
の
生
で
あ

る
と
感
ぜ
ら
れ

る
と

い
っ
て
居

る
。
》

（
①
一
八
八
）

た
だ
し
、
こ
こ
で
の
個
人
の
死
は
、
自
己
否
定
な

い
し

は
禅
的
な
小
我

に
死

す
と

い
う
意
味
合
い
が
強
く
、
宗
教
論
の
よ
う

に
悲
哀
を
も

た
ら
す

〈
事
実
上

の
死
〉
は
背
後
に
退
い
て

い
る
。

（
４
）
　
『
存
在
と
時
間
』
の
第
一
編
で
は
世
界
内
存
在
と
し
て
、
平
均
的
日
常
性
を

生
き

る
現
存
在
の
全
体
的
構
造
が
関
心

（
Ｓｏ
ｒ
ｇ
ｅ
）
と
し
て

解
釈
さ
れ
て

い
る

が
、
日
常
性
と
は
〈
誕
生
と
死
の
間
（
z
w
i
s
c
h
e
n
）
〉
の
不
定
の
時
で
し
か
な

く
、
現
存
在
の
全
体
（
「
始
ま
り
」

か
ら
「
終
わ
り
」
ま
で
）

を
現
象
学
的

な

視
野
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
る
。

〈
５
）
　
上
田
閑
照
「
「
死
の
哲
学
」
と
絶
対
無
―
田
辺
哲
学
と
西
田
哲
学
―
」
、
『
宗

教
へ

の
思
索
』
創
文
社
、
一
九
九
七
年
一
〇
月

参
照
。

（
６

）
　
拙
書

『
二
人
称
の
死
　

西
田
・
大
拙

・
西
谷

の
思
想
を
め
ぐ

っ
て

』
春
風
社
、

二
〇
〇
四
年
五
月
の
第
一
章
「
西
田
幾
多
郎
」

を
参
照
の
こ
と
。

（
７

）
　
竹
村
牧
男

『
西
田
幾
多
郎
と
仏
教
』
大
東
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
第
三
章

「
『
逆
対
応
』

の
宗
教
哲
学
－

西
田
幾
多
郎
に
お
け

る
『
絶
対
者
』
と
自
己
－

」

参
照
。

（
８
）
　
小
野
真
『
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
研
究
―
詩
の
言
葉
と
思
索
―
』
京
都
大
学
学
術
出

版
会
、
二
〇
〇
二
年
一
月
、
第
三
章
「
死
と
語
り
」
一
九
三
～
ニ
一
九
頁
参
照
。

（
９

）
　
西
田
の
無

は
、
場
所
と
し
て
個
、
世
界

を
生
み
出
す
創
造
的
な
無
で
あ
る
が
、

初
期
の

ハ
イ
デ

ッ
ガ
ー
の
無
は
不

安
に
よ
っ
て
開
示
さ
れ
る
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
も

の
で
あ

る
。
一
九
三
〇

年
二
月
の
和
辻

宛
書
簡
の
《
ハ
イ
デ

ッ
ゲ
ル
に
は
死

に

行
く
所
は
あ
る
が
生
ま
れ
出
る
所
が
な
い
》
（
⑱
四
〇
二
）
は
こ
う
し
た
事
態

を
指
示
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
1
0）
　
木
田
元
編
著

『
ハ
イ
デ

ッ
ガ
ー

『
存
在
と
時
間
』
の
構
築
』
岩
波
現
代

文
庫
、

二
〇
〇
一
年

一
月
、
序
章

「
『
存
在
と
時
間
』
と

い
う
本
」
な
ど
参
照
。

（
一
１１
）
　
森
岡
正
博

『
無
痛
文
明
論
』
ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
、
第

七
章

「
「
私
の
死

」
と
無
痛
文
明
論
」
、
三
二
〇

頁
。

平
山

洋
氏

は
「
思
想
の
結
節
点
と
し
て
の
西
田
哲
学
」
（
『
比
較
思
想
研
究
』

第
二
九
号
で
、
西
田
に
よ
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
批
判
の
《
一
つ
は
、
『
存
在
と
時
間
』

が
現
存
在
と
し
て
の
人
間
の
も
つ
不
安
や
恐
れ
を
鮮
や
か
に
分
析
し
描
き

出
し

な
が
ら

、
そ
こ
か
ら
脱
却
す
る
解
決
策
を
な
ん
ら
与
え
て

い
な

い
、
と
い
う
と

こ
ろ
に
あ

る
》
）
（
二
四
頁
）
と
記
し
て
お
ら
れ
る
。
こ

の
指
摘
は
評
価
で
き

る

が
、
そ

の
論
拠

は
西
田
の
テ
キ
ス
ト
の
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ご
教
示

い

た
だ
き

た
い
。

「死の自覚」に ついて西田幾多 郎とＭ．ハイデッガーにおける95



（

1 2

）

『

無

痛

文

明

論

』
、

三

一

四

頁

。

（

1 3

）

『

無

痛

文

明

論

』
、

三

二

四

頁

。

（

1 4

）
　

Ｓ

ｉｇ

ｍ

ｕ

ｎ

ｄ

　
Ｆ

ｒ
ｅ

ｕ

ｄ

，
　

Ｔ

ｒ
ａ

ｕ

ｅ
ｒ

　
ｕ

ｎ

ｄ

　

Ｍ

ｅ

ｌａ

ｎ

ｃ

ｈ
ｏ

ｌ
ｉｅ

，
　

１
９
１

７
，

加

藤

正

昭

訳

「

悲

哀

と

メ

ラ

ン

コ

リ

ー

」
、

『

不

安

の

問

題

（

選

集

第

一

〇

巻

）
』

日

本

教

文

社

、

一
九
六
九
、
一
二
三
～
一
四
六
頁
。

〈

1 5

）
　

Ｐ
ａ

ｕ

ｌ
　
Ｔ

ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ｃ

ｈ
,
　
Ｓ

ｙ
ｓ

ｔ
ｅ

ｍ

ａ

ｔ
ｉｃ

　
Ｔ

ｈ
ｅ
ｏ

ｌｏ

ｇ

ｙ

，
　
ｖ

ｏ

ｌ
．

　
Ｉ

，
　
Ｃ

ｈ

ｉ
ｃ
ａ
ｇ

ｏ

，
　
Ｕ

ｎ

ｉｖ

ｅ
ｒ
ｓ

ｉ
-

ｔ
ｙ
　
ｏ
ｆ
　
Ｃ
ｈ
ｉ
ｃ
ａ
ｇ
ｏ
　
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ

，

１
９
５
１
,
　
p
.
　
１
９
１

．

（
あ
さ
み
・
ひ
ろ
し
、
宗
教
哲
学
・
比
較
思
想
、

石

川

県

立

看

護

大

学

教

授

）
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